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日本はその自然的位置と特性から、いわゆる自然災害が名号らする地帯陀在たつてい る。 し

かし災害とけ本来人祠社会の うける 投害で芍り、換言すれば人マぇつてつ災害なつである。自

然は人阻l花対 して特定の意志ををつ{.つでけ ・たい。 し力がつて災’・どは人酒～社会～が自然と

の関係。接触代 おいて不用意であるか、対抗的であるか冗よつて其 '3災害が超る。人項が自

然を利用するため代接触する以上、災淋は桟絶すること i］でき存いかをしれをい，、しか し、

段少限妬防止することが、そ0時代咋代（（(わりもてら11.カ人項社ふっ社任でだけれげならを

い。

今回研究対象 とした六甲山地陀ついてもたとえば昭和36年6月岱中張雨で幻多数：:)死
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者を生じたが、予想を こえ弁大表雨だから、花こう 岩の風化土坑だから、崩災は当然でもつ

だという 報道が多 くな されている が、資任を 自然妬底塚 して終れり、 とす る熊席では再度の

災害を招央する とと は必定である。本論は こ •7_) よ う な 考え で六甲山地の災害を、 主 として 神

戸市城（ 南側） から分析 しよう とするをのである。

本論陀入るまえ紀、ここ で策者の用いた用語を定義づけておさだい。 これらがあいまいでは

全体の考え方{あ I,1)まぃ陀ヵ つてしまぅこと は明らかであるだめ でぁる〇

災害の素因 ，。 そ1つ地城代本来そそわっヵさつで、主rC地形， 地呵 ・植生宰の自然条件をさ

してい る。

災害の人為的要因 ，。集落、交；屯瑚設、産業施設穿の人文的諸景政で自然柘変化を与え るを

0、およびそれら を設胴する政治。 経済。社会のあ り方を各含人でいる （ヽ

災害の誘困 9 C }也霞。禄雨等の直袴災害発生妬影等力を有する諾印象で、 主として気象現役

であること が多い。

山崩れ e 。山地の稲盤岩、風化序、岩戸つ一部が突踏的尻崩落す る現設でを る。 （これは主

妬中村邸三郎氏の定姪iて同じ）

かけ崩れ。 。 こと では宅地造成＂況路工琳等ぼより洗I戊 されだ人工斜面 • O り 面の崩落する

現きである。（宅地造成等規制法つ規定と幻巽7zる）

昭和 13年災害 ー 同年7月上旬、悔雨苅忽（r(_よる 殺雨災西、神戸市で作昭和 13年3大水

害とよふ`

昭和36年 6月豪雨 。。 6月下旬の梅雨前瑣代 よる苑雨で、とく 死神戸市住宅地代がけ崩れ

をおこし；応。気象庁1.J正式命名。

第 1意 災害 ・つ＃因

1 災害 ,,•9 自 然的逸因

六甲山地は、西ば 須脱舞子．0海埠か ら東へ起 り、 高取山 (321m)、［嬬貼I」(699m)、六

甲山 (932m)と北東妬高 くなつて武叩II侭おゎz、o迂長30Km、巾最大 1OKm v．つ山塊である。

地形学上は第5紀の地盤運祝`りで逆断f，和勺｛で大阪湾から絡図し介 ii'Jfい：r・1ろL、こ；．沈とめ、
には深い神戸湾をを ちな から、ただちに山焚扇状地 とな り海岸平野をi百とA．ど持たない。山

腹斜団は急頌斜で、中腹部V([几^＜つ<の保い侵食谷ををつ，ー、（ この地点は沼和 15年災：；コ乞
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の山津波つ発生地点とをつて おり 、地形学的には山項音bしつ凸斜面と中腹部〇凹斜面との傾紺

変換点、河川では遵急点にあたる。発生地点の領斜は-32° -40 uである。）地竹は主とし

て花こう 岩類で揺成されているc、特匠南斜呵は地磨！哨造上は領家統の一部をなす花こう閃緑

岩で、乱化匠たい してけ北部の広島型花こう 岩より弱い とされている。風化つ若 しい地妓9コ

山頂陀近い緩斜而（凸而） であるo急斜面でけす で匠風化戸は羽壊侵食されてしさつている。

こV2つの緩斜面と急斜而の間の頑斜変更点付近一帯は前述のど とく 最を 山崩れの危険度の

高い地帯であ る。

つぎ匠地質図上匠山崩れ地点つ分布を投彩 したが、断屈線との問係が密である ことがわか

つだ。 とく 陀断＇弓綾が 渓 谷を喝切つている場合けそつ交点付近代多空 し、淫谷侭沿つている

場合は両岸一諾代起つている。P3和 13年災害では菊水山から再度山代かけ て巾700m延長

2500m0地成花 413個勺山崩れが度中 した（中村氏、崩災と国士）が、この地帯は 布引^

菊水両断I：訂系別の交点侭あた つており、山崩・i1.つ集中性を物梧る好例である。

ついで河川匠言及 しよう。六甲山地を溺！流とす る河川は本支流合計約 50本である。海岸

平野尽乏 しく、 1充とんど末路支で勾記 10 °という 非常存急流であるこ とは言をさたない。神

戸市の場合、とく 匹誼要と思われる点は、明治中期以降の交木主義0発展期化さい して斜而

の市街地化、河川流末つエ坦地帯化｝浩窃建設をつうじて ．水道水源｛てを 小さすぎだ 。これ

ら の河川は文字どお り 壊用 0•長吻であ り、つ き｀｀つ きに祝状変更を う け 、 あるを 3 幻・ンヨ ート

カッ トされ、ある{m1暗退とだり 、そ(3上代市考や消路が咀投されたことで，ちる。 とく （（C

渉川、宇治川袢は昭和 13年災害匠おいてを暗燥の閉塞で大被寄をオ，,こしながら！日河床を流

れ去つている。

3 6年6月棗雨では、 1 3年災害時以上・つ降雨鍋があ つだが河）11;r1濫尻よる直接被害は僅少

で、 砂防、植林等しつ防災工屯つ好成果を評価するこ とかで含よう。（ しかし砂防えん堤は弔

和 13年以険383基 3連設計画（て対し、 25年だつだ沼和39年陀約 130基 しか完成していな

い。そればかりか宅地造成プーム（てよつて完成 し力すぐ上流（つ私布渓流が埋立てられて計画

をすつかり狂わせる という問題があっさている。

山内の棺．被 （ここ では主妬アカ マツ、クロマツ、ツィ 、モミ 、ッガ、スキ、 など ），つ存在が

けた して六甲山（つ崩災にたいして有効か否か：つ判断は、実妬困難で；クる。空中写．頁に崩埃地

． を記入 して みて も立木地、 媒立木池 •つ i 9iJにそれほど心差異けみられない（．、例外的妬再疲山の

渉川神社社有林（スギ、ツィ 、カ・ン妬アセピ、ツバキ等の低木を配する） と摩耶山・3天上寺

寺有林では山崩れが殆；；．どみられな いこ とを付記する尻 とどしらよう 。
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2． 災害 0人為的素因

～土地利用と土地所有（E）史的考察～

六甲山地，の土地利用は明治時代''[はあ、おむね部落の共有地と寺社有地が広 く占め、個人の

私有地は僅少である。本格的な開発は大正後期匠問始されだ、大正 11年、地元有志出資ll)

六甲越有馬鉄邁の権利が咆和3年尻阪神雷挟陀わた り登山ケープル となつだ。大正 13年匠

鉄成金が山頂部つ部落共有地 23万坪を買い占め別荘地 として分渡をはじめだ。大正 15年匠

l 北麓の有野村が山項の共有地75万坪を阪杵電鉄死売却 しだ。
• こうして昭和（てだる と、山項部の別荘、ホテルを社設、四光化は急速陀進；；f立。南梵の共有

地る この頃大小査産家尻売却されだ。 こうして山頂妬オゃける歎大rつ地主四 、阪神電鉄となつ

だ。

税在を山頂の平担洒付近け遊園地、ゴルフ楊、人工スキー塙、ホテルが剋燻吃さ れているが

ェT如づ技術は安全性が高 〈、その限りではがけ崩れけみられな＼＾。しか し排出された土砂で
埋められた 淫流は そのさま放置され、出水を早め ている(.)

中腹部は保安林に指定さ れた公布地がおわい、そして保護面庄切大がのぞすれるovr.{、か

かわらず規制も買収も進展 していない。

育7)山麓は市街坤i疋接した急斜面（三角末端而存ど）死ついては国右地として保護さ れて

いるが、そ：つfjf虞け小堆位の私有林が点在 している，、 と0名！＼分の地主は、山頂部とは対照的

匠小地主たいし零細土地所有者がわお〈 、その結果として小学位面秩ど と匠異つた中小士木

不勒産屋死転売さ れて、耗計画な宅地造成となつてゆく傾向がう蚕い。も とをとこ の地域は、風

化に弱い領家花こう 岩の韮盤か、牝堆ゃ扇状抽堆積物の急斜面な 0であるから、上述の傾向

はさら冗致命的なさ ・・D陀移行 して 1ゆく。

それ化さかかわらず、宅地の造成は したV汁て高I送を高めており 、いまや椋高300m、平均

頷斜30°弱をで及んできた(.) 36年 6月燥雨災害において続出 したがけ崩れ災害の多 くはこ

：つ地城に集中し、 一部は山麓の古い住宅地代を ，なられた。

宅地造成とそJつ高吃限界｛てついて一言 しなければな らない。いま標高 300mといつたが

この商；之だけ なら戦；可から一部の地成でけあるがす で匠達 していだ。 しか しその宅地はおお

むね腹家でおり、原地形を殆んど変形せ しめず広い屋敷林を をを・敷地Vても余裕があつたも の

が多かつだ —t うであろ 。 し かしながら戦後 9,．9 宅地はま つ た く 反対でちる。敷地はせまく （ 店

地価0ため） 、小区画の ヒナ段形式であり 、0り而は急穎斜で、大規模な土木工事匠よ つて

祝地形を大い匠変更してし古つてい る。 （具休的匠い うと 1：召和39年頃、阪急駅より徒歩20
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分（つ山復では坪価 7万円以上、一区画40-60坪ていどである） 士木技術しつ准歩にたよ り

切つた、むりな土地造成が災害の危険性を大いに高め ている。

さら冗六甲山地は山林而校としては神戸市面精の ① ％を占め るの匠をかかわ らず林業とし

ては全〈見 るぺき茶 ・つがな く、市総生産；つ 0.01％で、ちる（ 昭 38),,昆民不在の山なので．ち

る。

第 2章 六甲山地の南発 と神戸市街

1． 市街地の拡大の史竹考察

すで（て大正末期VCI,;!、六甲山地の呵光化現象け 、第 1次世界大戦当時つ好況を背景冗、さ

ら妬阪神 つヽ経済的繁栄を咄として 京浜vCけみられない汽どの盛況を呈して いた。沼和 10年

さで匠は今日妬みられる競光施設が殆んどすべてと と．つつていた 。（登山道、コープウエイ、

ケー プルカ ーな どが主であ る）適路は未舗装であつたかそれが良くなる と項上にホテル、植

物園、スケ ート 芝与たどが恙成された。咆和 15年、全桟妬わだ つて山崩れが発生 したのはそ

0状況の下：r.あ、いてであつた。当時つ災害記録においては具体的で日だいが、道路の切取斜

面等が原因で崩壊 したを tつもあつだことは認めている。

神戸市街地の発逹9,'.)歴史は 、これ とは！係をもつて くる。策考はここで袢戸市街地，つ発達と

六甲山地をふ くむ災害とつ団係を誨じなければならない。

神戸市街は咀治 22年；つ市制胞行時代は、京は｛日生田 I廿から西は湊川付近'.'.)‘衷西約 5Rm 

っ、国鉄線以南'.0細長い地蚊陀すぎなかつた。地形打勺死は、 それは16生田川、宇治川、新湊

川で形成された小さな三角洲と小海岸平野であつた。明治末期ま では、市街の全遠は、その

東西方向を延長するだけでもつ応市街地が北佗向つて山地をはい上りはじめ るのは明治末

～大正初期であつだ'o

大正初期冗は、長田区で標高 40m、生田区で諏訪lt断戸樹直下の標高 70m VC達 した。

昭和陀入ってから｛勺湊川の扇状地から渓谷陀そつて北上し、 100m線尻も点在住宅か兄ら

れるよ・ぅyCなつた。

峨悛．召和 28、半頃からけ 気商斜面を強力た土如・裳域で造成 しだ県、市営、公団等の大さな

団地が目立つよう妬な つだ。 ・勺土地利用、4階淫てアバート がそれで ある。 しかし、そ

れがよび水になつてバ；；；が料Jj直する と、その周辺で小規模な宅地造成が進み、焦秩序な市街
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地となりつつある E

以上、 述ぺ7そこ とを筒単に図式化 して示せば、つきて）ように存る Cl
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明治～ 大害正の

家屋授水

海

；冨’.'／，///／＇

明治中期 ＞ 

36。6g裂雨匠 さいしてけ、公共団体の大規楼な住宅地では被雰が少なく 、それ匠使乗 し

た民間小規模造成住宅地陀多かつ力のが特色であつだ 9l またかけ船れが、 それまでは安定し

ていだ大正末門の既成市街地（溺状地）代及Afどのも特色である 91 そこは戦後の造成地の直

下妬接 した地帯であり、いわば戦後の造成地のため冗躾牲 となつたせのといえる。 （造成地

攻の排7.k不良等が直接原因の第一であつた ）t1

2.神戸市の 行政と 六 甲山

昭和33年までiて神戸市面を勺1明治22年市咄施行当昧'.O2 3倍となつだ。戟後新市岐とな

つだ地区は六甲山を こえて北へ広がり 、 そとは股山村地区を含む市城（いわゆる 「北神」、

「西神」地区） となつた。 ！日市街地・つ人口分散とこ の地方の情克は、当初の目勺どおり (f[_兄

いかな かつ如， 六甲山が邪版を して＇ハて、それが不可能だつだ と，^える。 しかし使近、旧市

街地の過密化と、 36° 6袋丙災害をぷ桜託して土地利用合理化、 人口箆氾分計油］が市当局

｛たよ つて計画され、六甲山地をこえた 「北神」 ゜ 「西神」の閑発がようやく具体化 しよ うと

しているc
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具休的陀は、神戸＇屯鉄有馬棟 と有馬道｛てそ つて、鈴閲台、丸山、谷上、唐堰、有野存 ど侭

1万7千戸の住宅逮設が進められており、 通勤人口均大代とをなう‘慮鉄複線化、有馬道拡幅

トンネ ル工事をはじまつ加こう してじ召和70年9ては痣人口（予想） 180万人のう ち旧市街

地人口 75％にとどめ（現在は 90％以上）よう とするのか市の計画なのである。

i 

しかし現在の市の経済的地位は、阪杵菌IV一員であり同時忙瀬戸内経済圏の東端の一員で

ある という 2璽f．勺性格をもつている。 当然、その立枯社てたてば、港湾、工業、埋立等が主眼

となり 、北方への社会資本投下ば第2義的なをので槃るかも しれない99

現在の開発事業で最も注目をひくのは、杓戸浩を中心して東部海而 139万坪、西部32万坪

の埋立て侭よる臨海工業用地の造成でおる応ヘドロの関係で浚渫匠よらず、六甲山地南斜

而の土砂、砕石で埋立てられる方式でおる、）この結果、南斜可C)標高300mi唸まで柊地され

60 万坪匠およぷ宅地か造成される ❖'C. 至つだ。それは技勾勺代は安全と土砂探取委員会はいう

もの,()、県や市当局の、エ菜開発への姿勢を明らか匠読みとることがで危 る，、

事実、慶応3年哨港以来 100年澗、神戸市は港ととも匠繁栄 し、西は妙法寺川河口から、

束は芦屋市境まで 10 Km以上の海串匁が港筍脆設で坪められている。苔和34年から連咬尻

羞て した 料耶ふ頭は聡工代220億円中市骰負担笈は 90億円を占め、全国の港湾都市中（ても

例のないぼどでおる。主た1ヰ戸港を中心陀克酌苺市を埋め空てて工芸地待を造成する工市に

は総工翌 700億万中市の負担分は 430咳円妬の勺る。

このような港筋飯先の市政を財政面からみる と、 埋立玲と殆湾関係迎で昭和37年度 16%

昭和39年ほ 15％と大きな比遁を占めている。他酉、住宅難率け六大都市のうちで最高なの

である。（次表参照 ） 戦災手巧日本ー とをいわれ、そのままそれらが急速妬山地［て住宅地造

成を進行せしも、しかも社会賽本投下率は低い、というアンバランスーーいずれの都市冗ある

として もーを強めている といえるので11ないか。社会資本投下の少ないことは、当市の下水

部市部住宅難の状況 ＇＇召 33 (総理府の住宅統計図査による）

--------... --`--~ ・ 全 世 帯 1住宅難世帯 住宅帷率 同左（旧30)
-． 

全 国 18,173（千） ・ 2268（千） 125 % 14.8 % 

六大 部市 3,288 693 21.8 242 

甘/‘̀： 、与.、（ 勺ヒ-tP• 9し,、） 1,620 374 231 2 6.7 

大 阪 609 134 22D 21.4 

名 古 I℃ 芋 305 36 
I 
1 1. 7 143 
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l 

I 

I横 浜 269 54 2 0.0 252 

ノ【J． ヽ 都 253 38 15D 202 

神 戸 232 57 24.4 2 7.1 

責料；全岡都市年斜 1964 

道普及率が六大都市中最低:あ9ること侭 も表われる。それけ、大道安次郎氏の説く どとく 、

安易な下水道工事がでぎない（災害陀よる暗渠門塞の経．r森） こと や、小河川が下水道の役割

をはだ したこ と等ir(.せよる であろうが。

同様陀「夢のかけ橋」を明右海峡！て架悟する祖査荻 (18億円 ）中 1千万円を年問支出 し

ているが、これけ六甲山総植林芍菜糀と同照でもることなどを指摘されよう 3

第 5章 災害 の 誘因

1．災害)-降雨

昭和 13年災害、36, 6夜雨堺はいずれを梅雨前絞性装雨紀 ょる さのである。 一般妬 「集

中殺雨」とよ I・ー［れろ{̀ の1,r:より山崩れ、がけ哨れが発生しているので，ちる。総降雨拭の大き

なこと のI牙か侭 1時問当 り雨翌の大きさか災実沢：おいては祖翌な役割をは力 すと 思われる

（稲砧悦治氏および杵戸市防災謀侭よろ）、 咆和 13年災害以降の山崩れ、がけ崩れ発生時の

降雨状況を開究する とつ き..c'.)ようである。

斥J ャ 月 日 1 総降雨醤 1時間当 り没隔 性 何

13、7、 5
I 

461 4 7.6 梅雨 H ヽ9IJ t(,1,、トJ 

14、& 1 101 80.0 雷 雨

24、7、30 112 34.0 台 風

2& 9、25 196 35.0 

！ 

台 風

29、6..29 1 79 4 7.0 梅雨 →魂点々’‘

32、6、26 213 3 7.0 台 風

36、6月末 5 . .)7 
i 
4 7.9 

I I 悔雨前沼

大体において時間当 り降雨批30mm以上iてなると崩災が発生 しているこ とがわかる。
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井戸市は南から埋立地、三角州、扇状地、山地と明咆（て区分でぎる地形を{つている O こ

のたも地形妬より高潮、河川氾濫、山崩れ等妬大別した災害の発生をみている。山崩れと河

川咆濫は密接な ！醤係ををつている。たとえば住吉川中流部（ 白鶉美術館付近）は河底が急な

V字谷だつだ が、名和 13年災害以降急速匠河床が上昇 し、 現在は堤と護岸で守られた天井

川と 1'.1つてし支つた。そしてこのような 1噸序花よ つて 多くの災害は必らず六甲山地 と何らか

の喝係を さち、 その種類を多くして複雑侭している といえる。

過去の災害中、液大つものは昭和 15年災害である。市街地V60％が浸水、人口の 72% 

が被災、死者616、倒壊埋没宝屋 1万、浸7.k宝苧 8万匠達 した。そのさい、中央部か ら東部

してかけ ては土砂流入してよる家窓被害が多く 、 西部では浸 7•K家屋が多かつた 。 東部ではやや大

含な浣故をもつ川が、土石流と流木を流したもつであり 、西ではややゆるやか存小河川の咆

准が主で．もつだだめであろう。

認， 6袈雨披害は大規漠ながけ朋れだけで 117（思所、死者29人、倒壊388戸、投水約

2万戸に連 した 。特；て邁路の甘肛要個所が 580もあり沼和 13年災害妬つ ぐ大災害であつだ。

当時造成されつつあつた宅地罪の而紅は約 2.2平方キロで、そこから流出したと推定される

土砂恐は約 20万立米で念つ丸、そして斯しい住宅地と山地道路侭丸安害が続出し、 一悶 「人

災」の様祖が控かつだ 。六甲山地｛て山崩れヽつ素因かあることは云うまでも存いが、 そつ翌因

の上侭誘因が雷なつて山崩れをおこ してい る。 しかし人間社会，つ側：からつ各菰．3カltc:.tつて

災害は師領を変え、規漢を変えていることを明らかで ある t、六甲山地そのら のは砂防堤が均

設され僅かづつも 橙林も進められ、山崩れ陀よる 災宮の危玲は減少の傾向妬わる。しかし、

山梵においては今後{多 ＜の危ゃ食が存在するもの と考ぇられるe

2.災害敬化の危険の存在

昭和 13年、兵庫災害誌（県救済陥会） Vてよれば、昭和 13年災害の主要な原因は 、 (1). 

記録的桑雨、 (2)花こう岩風化つ進行、 (5)宅地、道路潤唸の為行、 (4)河川の暗渠化が進

行 し、河川断面で0みされなかつたこと 、 (5)砂防施殷不足、となつている。翌14年、内

務省告示{f(_よつて防災の全体計画が決定した＂以禾その目内と大網は変りなく祝在だ各種の

防災事業が邑行 しているが、減初にi岱ぺだごとくその進渉率は低い。阿：i!改協は山茫から市

街地代かけての牧道、遵洛 との交点付近が錐．丁＿れのだも屁残されている。市街地（こおいては

市 ，Jつ学独工印か不可能とたり、 郡市計！，r• ポ・名 と 0併舒工 ＇：｛をさつ て 1・ヘ；っ つで殆メど未箔工の

現状である。

造林、治山序業は：沼和38年から 20カ年計画で朋始されたが、はげ山復旧 129カ所、rifl
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埃地筏月日 258カ所がモ要工出で、 科極的防災工事は 113カ所匠すぎない。

全た、保安林つ指定は拡大が望ま れているの尻、問発のだも匠既設の保安林が解除されつ

つあるこ とさ大きな問垣でちるc 河川敷冗ダンプカ ー専用道路をつくり 、地下ltr.ベルト コン

ベアを敷設して六甲山地の土砂採取をおこなうた めで、こ のような現象は今徒を続いていく

と思われる。 こしつような防災 と開逹のあ り万、一級河川と地方の小河川妬ついての考え方陀

{、従来とこと なつた兄地からの評価（だ とえば都市河川 という ランク）や必要であろ う。

結語

笙者(r;:t六甲山の言同査をつうじ、災害が複雑な籾造を｛ ち、 要麦がからみ合い、決 してー朝

ータ応蝦決できをい、深い問領でおるこ とを知つた。とく代神戸市域の発展とからみ合つて

いるだもVC、素因だけ で大被害を招いているわけでは存く、そこ代人為↑勺諸姿因が被%：： を大

きく しているとと忠 明らかである。官公庁の計両は 一挽応諜災害都市をめ ざしてい るこ とは

言をまたたい。 しかし氏実は、上記の諸「自然災苫」に加え、埋害、水汚染、騒音等が加わ

り、市民は安心して庄む七地さえない状匹でちる。

防災は危険何所匠対する手あて（．対症森法 ）だけで咄決するこ と杓．不可能でわる 3 自然（て

対する人閲社会の祖化m"；造つ叩遠 とされをければ嘉 況できない と思うのであるc 六甲山地の

災湛幻これから屯 起 るであろう 。 そして それけ 、 ぐばやー地方自治体の閲組では解決できな

い と 思われる。わが困I全休つ聡合訪災計河、 都市討両、 メ ，グロポリス ヘつ人口集中，•つ一環 と

して強力な対策かなされなければならたいつで｀！う る。

吃者けこの論文で間壊つ核心iて迫る こと ができず、災害咆説しつ政を出なかつた こと を反省

し、これからゃ同LUf歴に住むー市民と して研究をつつけたい。

種々の御喝助を賜わつた上司、地元の方がた、指導教i受匠心から ；」つ虚謝の慈を表する次第

である。

参 苓 文款

兵廊県救済1防会 し ．沼和 13年兵府県水害誌 磁直

中村慶三郎 ； 崩災と 円土 古今芯院 ，．召 50

気象庁予汲部 ~ 36。6棗渭漑改 五ス

上月）I釦治 ： 兵匝県新聴日本巧院 昭36

神戸市防災森 神戸市背山地呟(う崩壊予想忙ついて 喝37

-7と一



大遵安太郎 +竹'』•戸= 有斐閣 昭38

松下進 日本地方地質誌 朝倉菩店 昭38

名田 文男 自然環境の変撓 東大出版会 沼39

中野 尊正 地形悶査法 古今書院 昭39

稲兄悦治 都市災苔論序説 古今杵院 冴 39

兵峨県防災会議 兵祁県水訪計画ゴ； 沼40

神戸市朗査室 神戸市の祝況 咆40

神戸市調杏室
_, 
加戸市総合基本計画 吃40u 

ネ卓戸市行政課 袢戸市地域防災計両 'f{ 4 0 

T' 
（潅者は通信教育部地理学科 41年 9月卒業）

こ、7_)月合文は咽者、つ了杯和を得て、 究者の卒玲を渡辺一夫先牛が，弔染 した

もつです。
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